
一
九
九
六
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
九
九
六
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
新
入
生
歓
迎
会
Ｖ
　
四
月
四
日
　
新
島
会
館
　
学
生
部
会
主
催

く
国
文
学
会
総
会
、
研
究
発
表
会
Ｖ
　
六
月
二
一
二
日
　
至
誠
館
会
議
室

　
・
総
会

　
・
研
究
発
表
会

　
　
　
戦
時
下
の
能
『
忠
霊
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
了
子
一
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

　
　
　
『
日
葡
辞
書
』
所
収
の
音
象
徴
語
の
タ
イ
プ
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
弥
悠
紀
一
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

　
　
　
『
大
御
葬
歌
』
は
歌
わ
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
享
和
（
同
志
社
高
等
学
校
教
諭
）

　
　
　
『
太
平
記
評
判
』
に
つ
い
て
１
太
平
記
受
容
史
の
一
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
美
　
宏
（
本
学
教
授
）

〈
講
演
会
Ｖ
　
一
〇
月
二
三
日
　
明
徳
館
Ｍ
１
教
室
　
院
生
部
会
・
学
生
部
会

　
　
　
　
　
　
共
催

　
　
　
綾
辻
行
人
氏
（
作
家
）
を
囲
む

く
同
志
杜
国
文
学
Ｖ

　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

　
第
四
五
号
　
一
九
九
六
年
二
一
月
二
五
日
発
行

　
第
四
六
号
　
一
九
九
七
年
三
月
二
〇
日
発
行

く
国
文
学
会
会
報
Ｖ
　
第
二
四
号
　
一
九
九
七
年
三
月
二
〇
日
発
行

一
九
九
六
年
度
修
士
論
文
題
目

　
高
橋
虫
麻
呂
の
作
歌
態
度
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
ヲ
ト
メ
の
歌
を
中
尤
に

　
『
大
鏡
』
「
す
べ
ら
ぎ
の
あ
と
」
考
藤

　
現
代
日
本
語
に
お
け
る
和
語
三
拍
名
詞
の
音
韻
構
造
　
入

　
日
本
語
学
習
者
か
ら
見
た
辞
書
の
効
用
と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
雪
＞
穴
カ
＞
く
＞
カ
↓
－
．

西木江

優
　
子

真
　
澄

さ
や
か

司
．
○
〇
一
』
≦
＞
Ｈ
－

一
九
九
六
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
天
の
岩
屋
戸
神
話
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
野

　
万
葉
集
の
「
轟
旅
歌
」
に
お
け
る
高
市
黒
人
の
位
置
に
つ
い
て

　
　
　
高
市
黒
人
の
轟
旅
歌
八
首
を
中
心
に

「
太
宰
帥
大
伴
卿
讃
酒
歌
」
に
つ
い
て

大
伴
旅
人
作
「
幸
二
芳
野
離
宮
一
時
」
の
歌
の
考
察

高
橋
虫
麻
呂
論

　
　
　
珠
名
・
真
問
娘
子
の
歌
の
主
観
表
現

山
部
赤
人
の
吉
野
讃
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

山富寺ト
ー

百
田

手

岸田西林江

昌聡良和秀

彦美寧祐照教



同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

防
人
歌

「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
秀
節
歌
と
景
物

　
　
　
霧
と
霞
を
中
心
に

『
江
談
抄
』
八
三
条
「
可
然
人
着
奴
袴
不
着
事
」
考

『
江
談
抄
』
二
二
〇
条
・
二
二
一
条
考

群
書
類
従
本
『
江
談
抄
』
第
二
二
五
条
考

中
世
に
お
け
る
女
性
像

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

　
　
　
視
点
に
関
す
る
一
考
察

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
特
質
と
編
者
の
視
点
に
つ
い
て

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
昔
話

　
　
　
説
教
僧
の
変
質

宇
治
拾
遺
物
語
の
仏
教
性
に
関
す
る
一
考
察

八
代
集
に
み
る
さ
し
も
草

　
　
　
燃
焼
表
現
に
つ
い
て

木
曽
義
仲
の
人
物
像

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
清
盛
の
人
物
造
形

　
　
　
君
子
人
重
盛
と
の
対
比

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
清
盛
像
の
特
質

「
敦
盛
最
期
」
に
お
け
る
諸
問
題

『
平
家
物
語
』
覚
一
本
に
お
け
る
忠
度
の
役
割

堀
二
　
渡

鵜
　
飼

堀
之
内

栗西吉久野高山井西上中河

原尾Ｈ’保中瀬内上城杉村野

宗宏真健浩晋

武之理二介一

也
須
子

　
　
彩

佐
知
子

恭ゆ将京嘉朱真

三か弘子智里樹

一
〇
一
一

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
頼
朝
像
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
「
お
そ
ろ
し
」
・
「
ゆ
ゆ
し
」
の
用
例
を
め
ぐ
っ
て

『
閑
居
友
』
に
み
る
慶
政
像
と
そ
の
思
想
　
　
　
　
　
　
瀧

撰
集
抄
に
み
る
西
行
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

徒
然
草
に
お
け
る
兼
好
の
人
問
観
と
兼
好
像
　
　
　
　
大

『
義
経
記
』
に
お
け
る
人
物
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

『
清
水
冠
者
物
語
』
の
成
立
と
そ
の
物
語
性
に
つ
い
て
横

崎
　
志
　
峰

物
く
さ
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

『
御
伽
草
子
』
に
み
る
中
世
の
観
音
信
仰
と
影
響
　
　
　
松

芭
蕉
『
古
池
や
』
の
句
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

「
旅
に
病
ん
で
」
の
句
を
巡
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
辞
世
論
争

「
日
本
永
代
蔵
」
の
創
乍
意
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
巻
一
の
五
の
問
題
点
を
通
し
て

「
日
本
永
代
蔵
」
に
お
け
る
教
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
北

マ
心
中
天
の
網
島
』
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
篠
原
進
「
『
心
中
天
の
網
島
』
ノ
ー
ト
」
を
中
、
心
に

『
曾
根
崎
心
中
』
の
「
観
音
廻
り
」
論
　
　
　
　
　
　
　
大

『
心
中
天
の
網
島
』
と
改
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図

『
復
讐
後
祭
祀
』
の
意
図
と
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
　
　
小

田田Ｈ１井田中田１■１本村村

光靖敬恵敦孝享真美理麻秀麻百華

穂子子子子明子美保恵奈雄

野松

里恵子



『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
そ
の
改
作
物
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
地
舘

　
　
　
趣
向
の
取
り
入
れ
方
に
っ
い
て

酒
落
本
が
作
り
上
げ
る
空
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
　
　
空
間
演
出
家
と
し
て
の
山
東
京
伝

廓
文
章
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
口

　
　
　
上
方
歌
舞
伎
に
お
い
て

寛
政
の
改
革
を
境
に
存
在
し
た
二
つ
の
金
々
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
野

　
　
　
黄
表
紙
の
創
始
と
終
焉

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
怪
異
表
現
の
方
法
　
　
　
　
竹
　
井

『
解
脱
衣
楓
累
』
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
原

　
　
　
累
も
の
の
展
開
の
中
で

「
猿
之
助
歌
舞
伎
」
へ
の
期
待
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
橋

上
方
舞
『
貴
船
』
の
特
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
井

　
　
　
能
『
鉄
輸
』
と
の
比
較
を
中
心
に

『
花
月
』
天
狗
幻
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
中

江
戸
の
引
札
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
井

岡
本
絡
堂
に
お
け
る
近
松
心
中
物
の
受
容
と
そ
の
脚
色
方
法

　
　
　
『
二
枚
絵
草
紙
』
と
『
天
の
網
島
』
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
邊

『
日
本
橋
』
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
高

　
　
　
お
孝
と
清
葉
、
そ
し
て
鏡
花
と
日
本
橋

　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

和
賀
子

拓
　
一

真
有
佳

直久ｕ千仁宏牧章千麻

美美恵美リ貝子子尋里

徳
田
秋
声
「
あ
ら
く
れ
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

　
　
　
描
写
方
法
や
技
巧
か
ら

谷
崎
潤
一
郎
、
大
正
期
の
く
語
り
Ｖ
　
　
　
瀬
崎

「
人
問
椅
子
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
木

　
　
　
「
見
え
る
」
「
見
え
な
い
」
の
問
題

宮
沢
賢
治
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
上

　
　
　
四
次
元
芸
術
の
観
点
か
ら

小
林
秀
雄
と
ポ
ｉ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎

　
　
　
「
焦
点
型
」
と
「
構
築
型
」

北
条
民
雄
「
い
の
ち
の
初
夜
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
道

　
　
　
癩
文
学
か
ら
離
れ
て

新
美
南
吉
に
お
け
る
く
古
い
も
の
Ｖ
と
〈
新
し
い
も
の
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
淵

中
島
敦
と
道
家
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
田

太
宰
治
「
お
伽
草
紙
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
垣

「
白
痴
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘

坂
口
安
吾
の
異
界
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
江

　
　
　
説
話
小
説
を
中
心
に

『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
に
お
け
る
語
句
の
分
析
と
考
察

　
　
　
　
〈
神
〉
と
く
祈
り
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
波
佐
場

寺
山
修
司
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
島

　
　
　
懐
か
し
い
前
衛
詩
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三

由
貴
子

圭夏直恭未リ弥久舞春律
一
一子史宏敦央サ生治湖香子



　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
畑

　
　
　
筒
井
康
隆
論

「
破
壊
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
田

　
　
　
コ
イ
ン
ロ
ソ
カ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
ズ
を
め
ぐ
っ
て
、

山
田
詠
美
作
品
に
お
け
る
「
大
人
」
と
「
子
供
」
　
　
山
　
本

鈴
木
い
づ
み
「
ハ
ー
ト
に
火
を
っ
け
て
！
　
だ
れ
が
消
す
」
論

　
　
　
鈴
木
い
づ
み
の
〈
キ
ャ
ン
プ
〉
的
感
覚
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋

『
ス
ズ
キ
さ
ん
の
休
息
と
遍
歴
』
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薮
　
内

　
　
　
作
品
構
造
に
み
る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド

　
　
　
ス
ズ
キ
さ
ん
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
だ
っ
た
か
？

近
代
以
降
の
小
説
・
戯
曲
の
題
名
の
考
察

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
仁
田

　
　
　
句
を
中
・
化
に

近
・
現
代
作
家
の
使
用
し
た
助
詞
「
に
」
と
「
へ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
林

明
治
時
代
初
期
の
新
聞
の
文
字
、
用
語
、
文
体
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
谷

占
領
下
に
お
け
る
言
語
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
提

　
　
　
米
国
教
育
使
節
団
を
追
っ
て

日
本
語
と
外
国
語
の
親
族
名
称
の
使
用
法
の
対
照
研
究

　
　
　
中
国
語
・
韓
国
語
・
タ
イ
語
　
　
　
楠
原

女
性
の
書
き
言
葉
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
岡
嶋

糸克敬

枝明子

貴
美
江

貴
　
広

栄
　
治

英
　
樹

暢
　
子

奨
　
居

未
　
久

弓
　
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

動
物
に
関
す
る
〈
助
数
詞
〉
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
澤
　
田

現
代
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
使
用
状
況
に
っ
い
て
　
　
山
　
本

新
聞
に
お
け
る
敬
語
の
使
用
状
況
に
っ
い
て
　
　
　
　
平
　
野

日
本
語
教
育
教
材
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
井

国
語
と
日
本
語
の
教
科
書
に
お
け
る
漢
字
の
提
出
順
序
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘

幼
児
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
　
高
　
地

日
本
の
名
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
多

　
　
　
日
・
韓
比
較
を
交
え
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数
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の
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完
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つ
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て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
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笑
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代
子
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子

映
利
香

史
　
江

慶
　
子
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